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LINE 株式会社との業務提携契約締結に関するお知らせ 

 

 当社とLINE株式会社株式会社（本社：東京都渋谷区二丁目21番１号 代表取締役社長：出澤 剛）は、

本日付で、業務提携契約を締結いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 本提携契約締結の理由 

当社と LINE 株式会社は、2016 年３月 24 日付で「LINE 株式会社との業務提携に向けた基本合意書締結に

関するお知らせ」を公表し、両社間で締結した業務提携に向けた基本合意書に基づき、具体的に詳細の検討

を進めてまいりましたが、両社が協業することによる相乗効果が見込まれることを確認出来たことから、本

日、業務提携契約を締結いたしました。 

 

２．本提携の内容 

本提携は、「Official Web App（※1）」および「SME パートナーシッププログラム（※2）」の利用だけでな

く、共同でLINEのアカウント基盤を活用した新しいビジネスモデル構築を行うことを想定した戦略的な提携

パートナーとして、以下の取組みを行うことを企図しております。 

① 本年７月（予定）から、LINE ユーザー向けの「出前館」サービスを開始いたします。「出前館」LINE 公

式アカウントの総友だち数を早期に拡大し、LINEユーザー向けの「出前館」サービスに送客することで、

利用促進を図ります。 

② LINEオートログイン機能、「LINE ポイント」、「LINE Pay」等の実装により、LINEユーザー向けの「出前

館」サービスの利便性を高めます。また、PUSH通知やクーポン配信等の活用によるリピート利用促進に

加えて、注文確認等の連絡手段を、従来のメール送信ではなく、LINE のトーク機能での通知に変更し、

LINEならではの機能を活かしたユーザー導線をつくるなど、新たな取組みを導入してまいります。 

③ 「出前館」加盟店を対象に、ビジネス向けアカウント「LINE＠」の導入・活用によるマーケティング支

援サービスを提供し、加盟店の売上拡大をサポートいたします。 

なお、内容の詳細、推進方法等については、別途両社間で協議の上、進めてまいります。 
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※1 「Official Web App」とは、自社の Web サービスと LINE アカウントを連携させ、LINE アカウントを起点

に集客・アクション誘導・リピート促進まで、ユーザーの行動を LINE アプリ上でシームレスに完結させ

ることが出来る仕組み 

※2 「SME（Small and Medium-sized Enterprises）パートナーシッププログラム」は、LINE がユーザーと店

舗との距離を縮めることを目的に、店舗向けWebサービスを提供している事業者をSMEパートナーとして

認定、サービス連携や提携店舗への導入促進を優先的に協力して行っていくプログラム 

 

３．本提携の相手先の概要 

(１) 名 称 LINE株式会社 

(２) 所 在 地 東京都渋谷区渋谷二丁目21番１号 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 出澤 剛 

(４) 事 業 内 容 インターネット関連事業・ウェブサービス事業 

(５) 資 本 金 125億 9,619万円 

(６) 設 立 年 月 日 2000年９月４日 

(７) 大株主及び持株比率 NAVER Corporation 100.0％ 

 

(８) 

上場会社と当該会社

と の 関 係 

資 本 関 係 記載すべき資本関係はありません。 

人 的 関 係 記載すべき人的関係はありません。 

取 引 関 係 記載すべき取引関係はありません。 

関連当事者への

該 当 状 況 

当社の関連当事者には該当しません。また、当該

会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事者

には該当しません。 

 

４．日程 

業 務 提 携 契 約 締 結 日   2016年５月23日 

 

５．今後の見通し 

本件による2016年８月期における当社連結業績への影響は軽微ですが、中長期的に当社業績の向上に資

するものであります。 

 

以 上 


